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市政だより
の動き

12月 1日現;在 前月比

人口計 6 2，9 3 2 十 84
男 30，2 5 6 + 62 
女 32，6 7 6 + 22 
世帯数 17，297 +40 
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ζ 
古き時代の美しい歌を

小・中学校の生徒のなかに高校生もまじった約40人小倉百人一首
が集まり、1月4日、中央公民館で 、小倉百人一首、

のかるた会がにぎやかに開かれま した。

古代の文化を歌った情感あふれる和歌を理解しても

た教室かる らおうと少年センターの野口弘満先生が指導していた

もので、との大会が6回目の仕上げとなったもの。

先生が読みあげる声に緊張した生徒たちのまなざし
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は真剣そのものでした。中央公民館
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挙県知崎!!長

水も

一票も

ごすまい

空気も

2月19日

…一一
…日

任
期
満
了
に
よ
る
長
崎

県
知
事
選
挙
が

一
月
二
十

五
日
告
示
で
二
月
十
九
日

(
日
)
に
投
票
が
行
わ
れ

る
乙
と
に
な
り
ま
し
た。

今
後
四
年
間
私
た
ち
の

県
政
の
方
向
を
決
め
る
重

大
な
意
義
を
も
っ
選
挙
で

す
。す
べ
て
の
有
権
者
が
明

る
く
正
し
い
選
挙
で
立
派

な
人
を
選
ば
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

立
候
補
す
る
人、

ま
た

そ
の
運
動
に
従
事
す
る
人

は、

有
権
者
の
期
待
を
裏

切
る
こ
と
な
く
き
れ
い
な

選
挙
運
動
を
展
開
し
て
も

.

ら
い、

ま
た
私
た
ち
有
権

者
は
主
権
者
で
あ
る
と
い

う
自
覚
の
も
と
に
利
害
関

係
や
情
実
に
ま
ど
わ
さ
れ

ず
、
自
由
な
意
思
で
投
票

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

よ

一
明
る
い
選
挙
推
進
大
会

一

一

と

き

1
月

引

日

ハ

土

)

叫

午
後
1
時

鈎

分

か

ら

~

刊

と

こ

ろ

市

民

会

館

ム

入

場

券

の

入
場
券
は
先
の
参
議
院
議
員
選

挙
と
同
じ
く
郵
便
に
よ
り
直
接
有

権
者
の
皆
様
へ
お
届
け
し
ま
す
。

郵便はがき

郵便番号

郵

便

投

身
体
障
害
者
手
帳
、
ま
た
は
戦

傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

長崎県知事選挙
発

品送
一
月
末
日
頃
発
送
し
ま
す
が
、

も
し
届
か
な
い
人
は
市
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

様

様方

大村市

時まで

投票所入 場券

月

時から午後

1.投票日時

午前

2 投票場所

E宙
ヨ官官=

る
人
で
重
度
の
身
体
障
害
者
の
人

は
投
票
を
郵
便
で
す
る
乙
と
が
で

き
ま
す
の
で
早
め
に
選
挙
管
理
委

員
会
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

不

在

者

選
挙
の
当
日
、
次
の
よ
う
な
理

由
に
よ
っ
て
投
票
所
へ
行
っ

て
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
の
た

め
に
、
告
示
日
か
ら
投
票
日
の
前

日
ま
で
あ
ら
か
じ
め
投
票
す
る
乙

と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

不
在
者
投
票
を
す
る
に
は
、
自

分
が
登
録
さ
れ
て
い
る
選
挙
人
名

簿
の
属
す
る
市
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
に、

投
票
用
紙
な
ど
を
請

求
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
指
定
病
院
な
ど
に
入
院

中
の
人
は
、
当
該
施
設
の
長
な
ど

に
対
し
て
請
求
依
頼
が
で
き
ま
す

投
票
用
紙
な
ど
の
交
付
を
う
け

投

票

所

カi

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

皿
③
i
三
五
六
四

投

百室
7J'τ= 

た
人
は
、
指
定
さ
れ
た
巾
町
村
役

場
、
ま
た
は
指
定
病
院
な
ど
で
投

票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
き
る
理
由

一
、
有
権
者
が
そ
の
属
す
る
投
票

区
の
区
域
外
で
職
務
ま
た
は
業

務
に
従
事
中
で
あ
る
乙
と。

一一、

有
権
者
が
、
や
む
を
得
な
い

用
務
ま
た
は
事
故
の
た
め
、
そ

の
属
す
る
投
票
区
の
あ
る
市
町

村
の
区
域
外
に
旅
行
中
、
ま
た

は
滞
在
中
で
あ
る
こ
と
。

三
、
有
権
者
が
、
病
気
、
負
傷
、

妊
娠
、
不
具
な
ど
の
た
め
歩
行

が
著
し
く
困
難
で
あ
る
こ
と
。

部

変

更

! 新しい投票所名 ! 

| 大佐古公民館 1 

1竹松ア日 集会所|

!大村市消防団 ! 
!第15分団黒木分註所|

こ
ん
ど
の
知

事
選
挙
か
ら
投

投票所が変った地区

票
所
が

一
部
変

更
さ
れ
ま
す。

入
場
券
に
記

載
し
で
あ
る
投

町名

大佐古.小佐古
柴田.水計.荒平
小路口町
小路口本町

票
所
を
確
認
の

う
え
投
票
所
へ

お
出
か
け
下
さ

宮小路公民館

町松
田
目
目
目

竹
丁
丁
丁
丁
寮
寮

1
2
3
2
学

路

町
路
路
路
原
大
寮
道

丸
小
小
小
の
設
電
本

黒
宮
宮
宮
富
建
九
日

久良原.黒木
北川内
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い

農

集

電

話

を

…

叫

一

般

電

話

に

切

替
え

ま

す

~

電
話
番
号
に
H

ご
注
意
H

~

~

J

 

市
内
の
地
域
集
団
電
話

(農

下
さ
い。

~

町
村
集
団
電
話
)
が
、
萱
瀬
地
域

な
お
、

地
域

(
ボ

ッ
ク
ス
)

ゲ
を
除
き
一

般
電
話
に
切
替
え
ら

別
切
替
え
時
期
は
次
の
と
お
り
入

内
れ
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
。

V

A

切
替
後
は
電
話
番
号
が
変
り

三

浦
・鈴
田
(
二
局
七

0
0
0台
)
い

V

ま
す
の
で
、

切
替
え
と
な
る
加

一
月
三
十
一

日

午
後
二
時
ヘ

ー
入
者
に
は
新
旧
電
話
番
号
対
照

松

原

・福
重
(
五
局
九

0
0
0台
)

V

A

表
を
お
届
け
し
ま
す
が
、
一

般

二
月
二
十
八
日

午
後
二
時

い

~
の
人
は
、
三
月
に
新
電
話
帳

が

大

村
(
二
局
五
0
0
0
台

〉

戸

川
発
行
さ
れ
る
ま
で
は
、

案
内
係

三

月
十
日

午
後
二
時

~
(
一

O
四
番
)
へ
お
問
い
合
せ

(

大

村

電
報
電
話
局
)
吋

J

ν

 

も
二
十
一

灯

(
鉄
製
ポ

i
ル
・

ω

ワ
ッ
ト
)
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
暗
が
り
の
危
険
な
所
に

設
置
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

昭和53年1月15日
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長
崎
放
送
株
式
会
社

(
N
B
C

・
鈴
木
従
道
社
長
)
で
は
、

創
立

二
十
五
周
年
記
念
事
業
の一

環
と

し
て
、
県
下
の
市
町
村
に
街
路
灯

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
市
に

NBCから街路灯

市長に目録を渡す安楽長崎放送取締役

明るい町にと

大
上
戸
川
で
鬼
火
や
き

水
主
町
・
辻
田
町
の
子
供
会

河
原
で
鬼
火
や
き
と
タ

コ
あ
げ
大

会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

水
主
町
と
辻
田
町
の
子
供
会
が

合
同
で
、
一
月
七
日
大
上
戸
川
の

カ

i
フ

ー
を

フ

、、、
、、

同
町
内

の
鬼
火
や

き
は
、
三

十
数
年
ぶ

り
に
復
活

し
た
も
の

で、

'も-っ

そ
う
竹
が

破
れ

つ
す

る
と
子
供

た
ち
か
ら

グオ

ン
ノ

下・うどんコーナー

き

大
村
市
農
協
・
松
原
農
協
か
ら

や

策
の

一
環
と
し
て
、

県
下
の
市
町

村
に
対
し
カ
!
ブ
ミ
ラ
ー
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

長
崎
県
共
済
農
業
協
同
組
合
連

合
会
で
は
、
自
動
車
損
害
賠
償
責

任
共
済
事
業
に
伴
う
交
通
安
全
対

火

り、

三
学
期
を
前
に
楽
し
い
冬
休

み
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た。

左・鬼

り

市長に目録を渡す山口・大村市農協長

ざ ににつ 交 さ か六市
いあし 設 よ通市れら 基農本
まりて 置 う 安 で ま 十、 協 市
し が いす 危 全はし 基松かに
たと ま る 険 に市た が原ら も
。うすよな役 民。 寄 農 三大
ど 。う 所 立の 贈協 十村

納
税
証
明
書
の
請
求
は

おおむ

お

早

目

に

(
二
月
十
五
日
ご
ろ
ま
で
)
さ
れ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、

昭
和
五
十
二
年
分
所
得

税
の
納
税
証
明
書
は
、
確
定
申
告

期
限
が
三
月
十
五
日
で
す
の
で
、

そ
れ
以
降
で
な
け
れ
ば
交
付
で
き

ま
せ
ん
の
で
あ
わ
せ
て
お
願
い
し

ま
す
。

諌
早
税
務
署
に
請
求
さ
れ
る
納

税
証
明
書
は
、
昭
和
五
十
二
年
分

の
所
得
税
確
定
申
告
と
納
税
が
二

月
十
六
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、

期
間
中
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、

納
税
証
明
書
の
請
求
に
対

し
直
ち
に
交
付
で
き
な
い
こ
と
も

予
想
さ
れ
ま
す
。

納
税
証
明
書
の
請
求
は
早
め
に

市政だより

ホ
ネ

1
8

H

オ
ン
ノ
ホ
、
不
l
d
の
か
け

声
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。

鬼
火
の
ま
わ
り
で
は
、
お

と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
た

ち
の
心
づ
か
い
で
う
ど
ん
や

ぜ
ん
ざ
い
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

(3) 
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り

注
射
と
検
診

圃
こ
ん
に
ち
は

保
健
婦
で
す

一
一
月
の
健
康
相
談
室
の
日
程
は

次
の
と
お
り
で
す
。

曜当番医

i所在地 |電話

部 12-2527

日

医院名

の2月

武近藤医院科

お
子
さ
ん
の
事
や
、

妊
娠
ま
た

は
避
妊
な
ど
に
つ
い
て
相
談
が
あ

る
人
、
血
圧
が
気
に
な
る
人
な
ど

ど
利
用
下
さ
い
。

場

所

市

役
所
健
康
相
談
室

2月の健康相談室日程

liザ !1 13005600
| 妊婦教室(第1回 1

6 I妊婦 相 談 |一般健康相談
;干 し / 一 一|妊婦教室(第2回)

15 I乳幼児相談 |妊婦教室!第3回)
20 I妊 婦相談 |一般健康相談
22し 一 一 一 |妊婦教室(剃 回)

国
妊
婦
教
室

お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
出
席
も
歓
迎

し
ま
す
。

， 、

一
緒
に
勉
強
し
ま
し
ょ
う
b

場
所
市
役
所
健
慶
相
談
室

時
間
午
後
一
時
か
ら

妊婦

月日 内
I 0はじめて母親となる心得

I 2月1日i。妊娠中の保健(乳房のマッサージの実習)
L第1@])

io映画税生命の創造P

2月8日 !。妊娠中の栄養のとり げ(貧血食の実習は
(第2回) |。安産のために (補助動作、妊婦体操の実習)i 

I 2月15日 |。産後の保健 | 
(第3回) 1 :関i委232T伊 のさせ方の実習
2月22日 |。乳幼児の環埼と性格 ! 
(第4回) i。家庭の幸せのために(家族計画

--¢ヨ・
手呈日室教圃

3
歳
児
健
康
診
査

対
象

昭
和
四
十
九
年
七
月
生
れ

の
幼
児
を
対
象
と
し
ま
す
が
、

周
年

一
月
か
ら
六
月
生
れ
で
ま

だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い

幼
児
も
受
診
し
て
下
さ
い
。

日
時
一

月
二
十
六
日

午
前
九
時
三
十
分
l
十
時
三
十

分

午
後

一
時

t
二
時
三
十
分

場
所

市
役
所
第

一
会
議
室

料
金

無
料

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ど
持
参

.，

.
z
a
 

‘，
a-z-

‘，
P

L

向、.

下
さ
い
。

な
お
、
現
在
、
は
し
か
、
水
ぼ

う
そ
う
、

百
日
咳
な
ど
の
病
気
に

か
か
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、
次

回
に
お
受
け
下
さ
い
。
(
毎
月
第

四
木
曜
日
)

圃
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風

(
混
合
V

の
予
防
接
種

該
当
者

。
第

一
期
(
初
回
免
疫
)

生
後
二
十
四
カ
月
か
ら
四
十
八

カ
月
ま
で
の
幼
児
で
、

ま
だ
初

回
免
疫
接
種
が
完
了
し
て
な
い

幼
児

。
第
二
期
(
追
加
免
疫
)

初
回
免
疫
接
種
後
十
二
カ
月
か

ら
十
八
カ
月
に
至
る
期
間
の
幼

児
接
種
要
領

。
第

一
期

五

週

間
の
間
隔
を
お

い
て
二
回

。
第
二
期

い
ず
れ
か
の
自
に

一

回
受
け
ら
れ
な
い
人

有
熱
者
、
か
っ
け
、
心
臓
、
じ

ん
臓
、
呼
吸
器
疾
患
者
、
胸
腺

り
ん
ぱ
体
質
の
幼
児

料
金

無
料

※
な
お
当
日
は
必
ず
体
温
を
計

つ

て
き
て
下
さ
い
。

母
子
手
帳
も
忘
れ
な
い
よ
う
に

‘.』・--

、，，
r

、，.、
F
h
h

戸、
B

‘，
F

‘h円

持

っ
て
き
て
}
小
さ
い
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す

::;フテリア・破傷風予防接種目程

;ょ:11月刊7日

lzti12月3叩 O日

時間はいずれも午後2時--3時

開
循
環
器
系
検
診

四
十
歳
以
上
六
十
四
歳
ま
で
の

一
般
住
民
を
対
象
と
し
て
、

循
環

器
系
の
検
診
を
行
い
ま
す
。

検
診
内
容
は

「問
診
、
聴
打
診

尿
検
査
、
血
圧
測
定
」
で
そ
の
結

果
異
常
が
あ
る
人
に
つ
い
て
は
、

心
電
図
検
診
も
同
時
に
行
い
ま
す

五
十
二
年
度
に
お
い
て
健
康
診

断
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人
は
、

乙
の
機
会
に
受
診
さ
れ
る
よ
う
お

す
す
め
し
ま
す
。

ま
た
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
も
同

一
会
場
で
行
い
ま
す
。

十
六
歳
以
上
の
人
で
検
診
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
人
は
、

是
非
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

検
診
料

無
料

検
診
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で

す。

程

実施日程 検診場所
:5lζ Z 付 時 間
午 日リ 午 後

2月7日 竹松出張所 10: 00~11: 30 1: 00--2: 30 

2月9日 中地区住民 10:00~11:30 1:00~2:30 セン タ ー

2月10日福祉センター10: 00~11: 30 1:00~2:30 

※なお、一検診会場での受付人員は、 150人程度
となっていますので、お早めにお出ください。

日三必、

a;::.. 検系器環循

-
Z

』、・、
J

、，
.
b・ぉ

'wa
、r
、ET
-
P
K
F

、.
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※
 
第

日

回
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募

集

園
県
立
大
村
高
校

定
時
制
生
徒

昼
間
働
く
青
少
年
の
た
め
に
聞

か
れ
た
夜
間
高
校
で
す
。

友
だ
ち
も
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

人
が
多
く
、
美
し
い
友
情
に
支
え

ら
れ
、
実
り
の
多
い
高
校
生
活
が

送
ら
れ
ま
す
。

修
業
年
限
は
四
カ
年
で
、
授
業

の
始
ま
る
の
は
午
後
五
時
二
十
分

文

化

財

防

火

デ

か
ら
で
す
。

卒
業
資
格
は
全
日
制
と
同
じ
で

教
科
書
の
無
償
配
付
、
パ
ン
と
牛

乳
の
無
料
給
食
、
修
学
奨
励
資
金

(
卒
業
す
れ
ば
返
還
免
除
、
月
額

五
千
円
)
な
ど
の
特
典
が
あ
り
ま

す。受
検
資
格
中
学
卒
業
以
上
の
人

で
年
齢
、
性
別
に
関
係
な
し

志
願
手
続
及
び
受
付
期
間

出
身
中
学
校
長
を
経
て
二
月
十

四
日
か
ら
二
月
二
十
一
日
ま
で

に
出
願
す
る
こ
と
(
検
査
料
は

五
百
円
の
予
定
)

;......"・.-，."、'*"'....、》・目・ ..~、，‘".~円"，"、"..... 、.....・.."、J・."‘M・・、J・~・・、，・・・.."、〆'・J‘・，."、J・ ....町、..'"三

な算 厚 日相ら 交場す I一一寸 ζ

うど関厚生 時談れ交通所 す|相~
〈年係生・ 下る通事 ベ I.- I ': 
金、年国午ーさ人事故市 て I:.l_ I ( 
J 間保金民前 月い な 故 相民 無 l訣
題険と年十二 ど間談相 料 t一一_1 ( 
) Iζ 給国金時十 、題 談で 、
つ付民相 l四おで 室 行 f 
tいや年談 午日気圏 つ J 

て手金後 軽っ て う
〈お続の 三 にて
わき通時 どお ま 1 
J 
〉 日どお般庭籍 人 目いす 限か f
時相ら法内、土権 時。ーからり J

i 談れ律の登地( らずに 7
後午二 Fる問い記間身午ー お、な、
{三前月さ人題ざ、題の前月 気事
時九二いなl でこ相、上十二 軽業な〈
〉 時日 ど苦ざ談金)時十 に所い
三 、し、、銭相 t五 どで人イ

〉 十 おみそ ，扶貸談午日 相もは、
分 気悩の養借 後 談結個 r

~l 軽ん外、、 三 下構人〈
午 にで一家戸 時 さでに〉

f.....-....;....へ''''，~.・・.""""J~' """"'・""ヘハ戸川・...."....・、.，"・Hヘハ"......."・.，，'、~..・Hヘハ"..... ;

1
月

加

日

検
査
期
日
及
び
場
所

三
月
十
三

日
・
十
四
日
、
本
校
教
室

検
査
科
目
及
び
定
員

国
語

・
英

語
・
理
科
・
社
会
・
数
学
(
中

卒
程
度
)
、
定
員
は
八
十
人
の

予
定

合
格
発
表
三
月
二
十
日
、
本
校

で
発
表

※
詳
し
く
は
中
学
校
か
本
校
定
時

制

(
E
②
|
二
八
O
二
)
へ
お

問
合
せ
下
さ
い
。

圃
体
の
不
自
由
な

児
童
・
生
徒

県
立
諌
早
養
護
学
校

入
学
の
資
格
・
条
件
手
・
足
・

体
の
不
自
由
な
学
齢
の
子
ど
も

で
県
内
に
居
住
す
る
人

募
集
人
員

小

学

部

一

年

約

八

人

が

二

年

t
六
年
若
干
人

中
学
部

一
年

t
三
年
若
干
人

高

等

部

一

年

約

二

十

人

願
書
受
付

小
学
部
・
中
学
部
一
一
月
三
十

一
日
ま
で

高
等
部
二
月
二
十
八
日
ま
で

そ
の
他

-
受
験
料
・
授
業
料

・
入
学
金
は

一
切
い
り
ま
せ
ん

-
入
学
す
る
と
国
や
県
か
ら
就
学

奨
励
費
支
給
の
制
度
が
適
用
さ

れ
ま
す

-
寄
宿
舎
が
あ
り
舎
監
や
寮
母
が

養
育
に
当
り
ま
す

-
願
書
用
紙
そ
の
外
詳
細
に
つ
い

て
は
返
信
用
切
手
同
封
の
う
え

学
校
に
直
接
ど
連
絡
下
さ
い

学
校
の
所
在
地

諌
早
市
真
崎
町

一
六
七
O
l
一

皿
諌
早
⑥
|
一

O
八
五

講

習

会

圃
婦
人
リ
ズ
ム
教
室

い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
心
身
を
保
持
す
る
た

め
に
開
設
し
ま
す
。

内
容
美
容
体
操
・
フ
ォ
ー
ク
ダ

ン
ス
・
リ
ズ
ム
運
動

対
象
婦
人
(
初
心
者
)

日
時
二
月
一
日

t
三
月
二
十
二

日

(
毎
週
水
曜
日

・
午
前
十
時

i
一
止
午
)

場
所
市
民
体
育
館

申
込
先
市
教
育
委
員
会
体
育
課

締
切
り
一

月
二
十
五
日

園
第

4
回
文
化
映
画
鑑
賞
会

日
時

ー
歴
史
シ
リ
ー
ズ
l

一
月
二
十
一
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら

中
央
公
民
館

中
・
高
校
生
、

対場
象所

一
般
成
人

tノ

出

発

前

に道
路
交
通
情
報
を
確
め
て
/

財
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
長
崎
県
土
木
部
駐
在

電
話

(
O九
五
八

)
@
1
一

二

一

一

八

ん

長
崎
市
江
戸
町
二
l

一
三
長
崎
県
土
木
部
道
路
維
持
課
内

道
路
交
通
情
報
を
広
く
道
路
利
用
者
に
提
供
す
る
た
め
昨
年

十

月

一

日

か

ら

活

動

し

て

い

ま

す

。

山

ど
う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

入
場
料
無
料

映
画
(
十
六
ミ
リ
・

カ
ラ
l
)

「
京
都
の
歴
史
と
文
化

」

三
十
分
文
部
省
選
定

解
説
文
化
財
を
数
多
く
持
つ
日

本
の
古
都
、
京
都
。

そ
れ
ら
の
文
化
財
、
建
築
、

彫
刻
、
絵
画
、
庭
園
な
ど
、
我

々
が
容
易
に
接
す
る
乙
と
の
で

き
な
い
も
の
を
も
取
り
あ
げ
て

い
る
乙
の
映
画
は
、
平
安
遷
都

か
ら
明
治
維
新
に
い
た
る
ま
で

の
歴
史
の
中
に
位
置
づ
け
な
が

ら
、
そ
れ
ら
文
化
財
を
克
明
に

追
っ
た
映
画
で
す
。

・
「
鎌
倉
歳
時
記
」

三
十
分

収
録
さ
れ
て
い
る
お
も
な
内
容

鶴
岡
八
幡
宮
・
建
長
寺
・
円
覚

寺

・
東
慶
寺
・
明
月
院
・
鎌
倉

宮
・
瑞
泉
寺
・
銭
洗
弁
天
・
長

谷
大
仏
・
長
谷
観
音
・
手
斧
始

め
・
節
分
・
荒
行
・
頼
朝
墓
前

祭
・
夏
越
祭
・
や
ぶ
さ
め
・
薪

能
・
宝
物
風
入
れ

※
詳
し
く
は
市
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ

リ
i
へ

耳

②

l
四一一一一一一

圏
く
み
ひ
も
教
室

美
し
い
実
用
的
な
、
い
ろ
い
ろ

な
グ
く
み
ひ
も
H

を
作
っ
て
み
た

い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の

た
め
の
グ
く
み
ひ
も
教
室
d

を
聞

き
ま
す
。

日
時
二
月
三
日

l
三
月
三
十

一

目
、
毎
週
金
曜
日
、
午
前
十
時

l
正
午

場
所
中
央
公
民
館

定
員
二
十
人

受
講
料
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

講
師
小
佐
々
恵
子
先
生

申
込
電
話
で
受
付
け
ま
す

申
込
先
中
央
公
民
館

軍
②
|
四
三
二
一
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も

よ

お

し

掴
郷
土
史
講
演
会

日
時
一

月
二
十
八
日

(
土
)

午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三

十
分
ま
で

場

所

福

祉
セ
ン
タ
ー

一
階
大
会
議
室

演
誼
幕
藩
体
制
と
大
村
藩

講

師

九

州
大
学
文
学
部
教
授

藤

野

保

先
生

※
市
民
の
み
な
さ
ん
ど
自
由
に
ど

来
場
下
さ
い
。

-
家
庭
教
育
映
画
会

昭和53年1月15日
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映
画
を
見
た
あ
と
、

感
想
な
ど

を
交
換
す
る
中
で
指
導
者
の
助
言

を
聞
い
て
P

子
ど
も
の
育
て
方
に

つ
い
て
d

考
え
る
、

親
し
み
の
あ

る
楽
し
い
家
庭
教
育
映
画
会
で
す

映

画

「

親
子
と
は
な
に
か
」

内
容
「
こ
ん
な
子
ど
も
に
育
て

た
覚
え
は
な
い
」
と
い
う
母
親

の
嘆
き
、
何
が
そ
う
さ
せ
た
の

だ
ろ
う
か
。
二
人
の
初
老
の
生

き
方
と
子
育
て
の
姿
を
描
い
て

今
日
ほ
ど
親
子
の
き
ず
な
が
弱

く
な
っ
て
い
る
時
代
は
な
い
と

言
わ
れ
て
い
る
現
代
の
親
子
関

係
に
欠
け
て
い
る
も
の
は
何
か

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

日

時

一

月
二
十
七
日

申場
込所

午
前
十
時
か
ら

中
央
公
民
館

電
話
で
③
l
四
一
二
一
一
一
へ

形
住
宅
貸
付
け
」
の
申
込
み
受
付

け
を
二
月
二
十
八
日
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。

乙
の
貸
付
け
を
公
庫
の
個
人
住

宅
貸
付
け
な
ど
と
あ
わ
せ
て
利
用

す
る
場
合
は
、
住
宅
が
竣
工
す
る

ま
で
に
申
込
む
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
住
宅
の
竣
工
が
三
月
i

五
月
に
な
る
予
定
の
人
は
必
ず
二

月
二
十
八
日
ま
で
に
お
申
し
込
み

下
さ
い
。

融
資
額

財
形
貯
蓄
残
高
の
二
倍

た
だ
し
、
そ
の
額
が
一
千
万
円

を
超
え
る
場
合
は
一
千
万
円
が

限
度

利
率
年
六
・
八
三
Mm

返
済
期
間

木
造
・
・
・
・
・
・
十
八
年
以
内

簡
易
耐
火
構
造
:
:
:
二
十
五
年

以
内

耐
火
構
造
・
・
・
・・
・三
十
五
年
以
内

※
詳
し
い
こ
と
は
公
庫
業
務
取
扱

金
融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公

庫
へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

圃
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

成

績

さ
る
十
二
月
十
一

日
(
小
学
生
)

十
八
日
(
中
学
生
)
の
両
日
、
市

営
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
と

も
に
多
数
の
父
兄
な
ど
の
応
援
に

こ
た
え
、
好
プ
レ
ー
が
続
出
し
ま

し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

小
学
生
優
勝
簡
西
大
村

準
優
勝

郡

第

三

位

三
城

中
学
生
優

勝

準
優
勝

第
三
位

第
三
位

川
棚
中

西
大
村
中

郡
中
波
佐
見
中

そ

他

r' 守"…一"一一.一一_.予守一 τ守マ"7日一.一一 "一一.一-一-"……"…一"一.一一ミ守v一一.量桑一 且 一 .日一一.一一一...L.，丈土 C' f記どココ一.一一.…….川山"宅マe'…"宮<f>fIl天天.マ芸玄暴芸 tl冨~ "~.主竺"iF "……"…"一1片1志芸古8E:.H…"そく
東は久夫新広ん 保 西費社 主 共ざ あの市きげの万 金末 千き皆いヮた明
諏亡原重城さはア ヌドへ会 刊同いりど 民 まる好八で助七、さつためる
訪夫 郷松町んてサ町金福 市募まが協のし乙 成 千百け十共ん ぱ共 にく
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償
却
資
産
の
申
告
は
お
忘
れ
な
く

1
月
初
日
ま
で

(
詳
し
く
は
税
務
課
固
定
資
産
税
係

へ
お
た
ず
ね
下
さ
い
。

ν

の

置
財
形
住
宅
貸
付
け

受
付
け
実
施
中

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
財
形
貯

蓄
を
し
て
い
る
人
を
対
象
に
「
財

亡
夫
和
男
怠
ん
の
忌
明
に

マ
平
小
川
郷
の
浦
田

ハ
ツ
エ
さ
ん

は
亡
夫
好
次
さ
ん
の
忌
明
に

マ
武
留
路
郷
の
藤
崎
吉
見
さ
ん
は

建
設
業
務
功
労
の
叙
勲
を
受
け

た
記
念
に

マ
栄
町
の
甲
斐
田
功
さ
ん
は
金

一

封
を

マ
大
村
航
空
隊
の
隊
員
の
皆
さ
ん

は
給
料
の
端
数
を
一
年
間
貯
金

し
た
全
額
を

マ
大
村
市
青
年
農
業
者
連
絡
協
議

会
の
皆
さ
ん
は
青
年
農
業
祭
の

野
菜
と
餅
の
即
売
会
売
上
金
の

一
部
を

慈
恵
荘
へ

マ
東
諏
訪
町
の
隅
田
愛
子
さ
ん
は

亡
夫
和
男
さ
ん
の
忌
明
に
あ
た

り
金
一
封
を

マ
久
原
郷
の
横
溝
穂
さ
ん
は
古
着

長
着
と
上
着
外
三
十
七
枚
を

マ
小
路
口
郷
の
出
口
ウ
タ
さ
ん
は

み
か
ん
二
十
キ
ロ
を

マ
大
川
田
町
の
塩
入
昭
二
さ
ん
は

拾
得
金
の
謝
礼
の一

部
を

マ
大
村
駐
と
ん
部
隊
の
皆
さ
ん
は

正
月
用
も
ち
を

子
供
の
家
ヘ

マ
本
町
二
丁
目
の
赤
水
清
春
さ
ん

は
商
品
無
人
販
売
代
金
を

↑

マ
協
和
町
の
古
賀
亮
全
さ
ん
、
古
…

賀
篤
子
さ
ん
は
金

一
封
を

一

マ
大
川
田
町
の
塩
入
昭
二
さ
ん
は一

拾
得
金
の
謝
礼
の

一
部
を

一

マ
大
村
駐
と
ん
部
隊
の
皆
さ
ん
は↑

正
月
用
も
ち
を

~

光

と

緑

の

圏

向

陽

寮

へ

一

マ
大
村
駐
と
ん
部
隊
の
皆
さ
ん
は
一

正
月

用

も

ち

を

-

清

和

園

へ

一

マ
大
村
駐
と
ん
部
隊
の
皆
さ
ん
は
一

正
月
用
も
ち

を

一

恵
ま
れ
な
い
子
供
や
老
人
な
ど
一

の

施

設

へ

一

マ
宮
ノ
原
二
丁
目
の
川
崎
緑
男
さ
一

ん
は
亡
母
ス
ミ
さ
ん
の
忌
明
に
一

あ
た
り
金
一

封
を

-

マ
西
本
町
下
波
止
の
佐
々
木
登
美
一

代
さ
ん
は
金

一
封
を

…

マ
水
田
二
区
の
俣
野
ト
ヨ
子
さ
ん
…

は
タ
オ

ル

二

十

本

を

一

マ
古
町
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会
の
皆
一

さ
ん
は
し
め
な
わ
な
ど
正
月
用
-

飾
り
を

~
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